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日曜日、雨だったので、ぼくは一日中家にいました。家の中には、お母さんと妹とぼく

の三人がいました。 

ぼくたちは塗り絵をして遊んでいました。ぼくの絵には、川の絵が描かれています。 

 

「上手だね！！」 

 お母さんが妹の塗った絵をほめました。 

 妹はチューリップを赤と白と黄色に塗っていました。 

 

 ぼくは、川の色を虹色に塗りました。 

 すると、お母さんは 

「なんで水色じゃないの？」 

とあたかも水は水色であるべきというような態度でぼくの絵を見ました。 

 妹も、 

「そうだよ。変だよ。」 

と言ってきました。 

 

 ぼくは、水の色なんて見たことないけど、水は水色に塗らないといけない、と思いまし

た。 


